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究ノートの全 7 編が報告されます。掲載された 7 編は、各著者から投稿された
以降も、ピアレビュー（査読）という仕組みを通して洗練が繰り返され、掲載に
至っています。
これらはいずれも、008年度の活動を土台に編集されています。本書におけ
るコミュニケーションデザインに関する実践と思索が、この概念に新たな意味を
与え、より創造的な実践へとつながることを期待しています。
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